
茅ケ崎西浜高等学校H31～R4「プログラミング教育研究指定校」取組と捉え方 

＊「プログラミング的思考」とは、探究的活動で使う、水平思考と垂直思考の垂直思考のこと

である。 

１．プログラミングの書き方を教えるのではなく、問題解決の手順を発見する活動 

つまり、プログラミング的思考は、全教科で育めるもの（情報だけではない） 

【プログラミング的思考の３つの条件】明星大 今野准教授による 

①学習課題の際にどのような「順序」で取り組むか見通しが持てる。 

②その取り組む「順序」において、想定する状況ごとに「場合分け」をする 

③学習課題をうまく達成できない場合は、方法を変えて「繰り返し」行う 

 

H31年度研究授業  ①～③のどれかを意識した授業改善を行った。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

具体⇔抽象 

 

 

 

 

https://souken.shingakunet.com/publication/career_g/2022/10/2022_cg444_12.pdf 

(株式会社リクルートＨＰより引用) 

https://souken.shingakunet.com/publication/career_g/2022/10/2022_cg444_12.pdf


 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 R３年度 「どの思考力を育てたか」→各教科の取り組みから整理していく 

「思考力はすべての教科で継続的に育ててやっと身につく力」 

 

身につけさせたい思考力と教科の関連性があるのでは？ 

国語・・・関連づける（文と文のつながり） 

社会・・・具体化する、構造化する（学んだ知識を構成させる） 

数学・・・順序づける（まず何から取り掛かるか明確にさせる） 

家庭、情報・・・多面的に見る（根拠を発見させる） 

R4 年度 目標 授業内で「問題解決の際にどの技法を使ったかを生徒へ意識させる」から 

「この技法を使って問題解決した」と生徒が説明できる へ 

「思考力を育むための 10 の技法」を意識して授業作りをし、問題解決の際、生徒にどの

思考力を使えばよいか気づかせ、身につけさせる。 

  各教室に思考力を育むための 10 の技法 マグネットシートを設置 


